
9月30日（水）　2026年度秋季リーグ戦第４節２回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

和歌大 0 0 1 0 0 1 0 3 0 5

阪公大 0 1 0 0 0 0 0 2 0 3

【打者成績】 【打者成績】
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1 左 板持 3 2 0 0 1 遊 林 3 5 2 0

中 鶴田 3 1 0 0 2 二 荻沢 3 4 1 0

打 海老原 2 1 0 0 3 一 菱田 3 4 0 0

左 山田 2 0 0 0 4 右 前田 4 4 1 0

2 一 佐藤 4 3 0 0 5 指 田中創 4 4 0 0

三 岡本 4 0 0 0 6 中 野田 3 4 3 1

3 三一 船越 3 4 2 1 7 三 高田 2 4 2 1

4 捕 堀 2 3 1 0 8 左 上岡 3 4 0 0

5 指 牧野 4 3 1 2 9 捕 小田 3 3 0 0

6 右 井上 1 4 2 2 投 利川 3 – – –

7 二 藤木 3 3 0 0 宮田 3 － － －

8 遊 澤田 2 3 0 0 三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

9 中左中 入江 4 2 0 0 6 2 1 0 0 36 9 2

投 一井 4 – – –

片山 4 – – –

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

7 6 3 1 0 29 6 5
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【投手成績】 【投手成績】
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一井 8 129 35 32 8 5 2 3 0 利川 7 2/3 130 33 26 6 5 4 5 4

片山 1 13 4 4 1 1 0 0 0 宮田 1 1/3 23 5 3 0 2 2 0 0

合計 9 142 39 36 9 6 2 3 0 合計 9 153 38 29 6 7 6 5 4

【戦評】

後がない一戦。勝ち点獲得に向けて、チーム一丸となって勝利を目指し、試合に臨みました。

本日の先発は利川（経３・西大和学園）。初回、２つの三振を奪うなど、上々の立ち上がりを見せます。

その裏、先頭の林（工３・大阪明星）が安打で出塁すると、荻沢（経３・富山県立高岡）が犠打を成功させ、チャンスを作ります。しかし、後続が倒れ先制点には繋がりません。

２回裏、一死から野田（現３・須磨学園）が内野安打を放ちます。高田（現２・松阪）も内野安打で続くと、相手の悪送球の間にそれぞれ進塁し、二三塁のチャンスを作ります。続く上岡（工３・泉陽）の打球が相手の失策

を誘い、１点を先制します。

３回表、利川は先頭打者に四球を与え、犠打で得点圏に走者を背負います。次打者を空振り三振に抑えますが、続く打者に死球を与え、一二塁のピンチを招きます。ここで相手打者に適時打を浴び、同点に追いつかれます。

利川は５回まで、林の好守にも助けられながら、要所を締める投球で相手打線を無失点に抑えます。

一方の攻撃は４回に野田、５回に荻沢がそれぞれ二塁打を放つものの、あと一本が出ず得点には結びつきません。

６回表、利川は一死から三塁打を浴びると、犠飛の間に１点を勝ち越されます。

８回表、粘りの投球を続けてきた利川でしたが、味方の失策から出塁を許すと、死球も重なり一二塁のピンチを迎えます。ここから二者連続で適時打を浴び、３点を追加されます。この苦しい場面でマウンドに上がった宮田

（工３・倉敷青陵）が気迫の投球で後続を断ち、反撃への流れを作ります。

その裏、二死から主将・前田（現４・須磨学園）が執念の一打を放ちます。さらに田中創（法４・金沢桜丘）が相手の失策で出塁して一二塁とすると、好調の野田が適時打を放ち、１点を返します。勢いに乗る打線は、高田

も適時打で続き、一気に２点差まで追い上げます。

９回表、宮田は二者連続三振を奪う力強い投球を見せます。四球で出塁を許しますが、小田（医３・一条）が盗塁を刺してピンチを凌ぎ、最終回の攻撃に望みを託します。

９回裏、一死から林が安打を放ちますが、代わった相手投手を前に打線が繋がらず試合終了。３–５で敗戦いたしました。


